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ラット成体正常肝臓における肝前駆細胞の検討
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要 旨 :肝臓では発癌剤投与モデルで出現する ov』細胞が肝幹/ 前駆細胞の候補とされている。し

かし通常肝部分切除後の肝再生は成熟肝細胞の単純複製であり幹/ 前駆細胞は関与しないとされてい

る. そこで成体正常肝には肝幹/ 前駆細胞が存在するか, また過大肝切除後には肝幹/ 前駆細胞が増

殖するのかを検討した.

W istar ラットの正常肝および70% ・90% 肝切後の残肝細胞を, 実質細胞群と非実質細胞群とに分け

てコロニーアッセイを行ない, 肝前駆細胞の存在比率と肝切除量との関係を検討した。多分化能の有

無は RT PC R および免疫染色で検討した.

正常肝 ・肝切後肝いずれにおいても長期培養可能な増殖性コロニーの頻度は肝非実質細胞分画

(0.043% , n = 9 ) の方が実質細胞群 (0,Oo3% , n = 9 ) よりも高かった。多分化能を有する cOl■lll10n

progcllltor ccn の頻度は肝切除の有無で差を認めなかった。肝切後群では限られた分化能を有する

colm lllttcd precursor cc■の頻度は肝切除量に比例して高かった。以上より, ラット成体肝においても

多分化能を有する肝前駆細胞が存在するが,拡大肝切除であってもcoIIIIlltjtt prOgcnitor よりもcoIIIIlliい

tcd prccursor ccllの増殖が肝再生の主体であり, これらの細胞をいかに効率よく増殖させるかが重要

と考えられた.
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